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1.　血 清遊 離 脂 肪 酸(Ｎｏｎ Esterified Fatty Acids…

Nefa) は遊離 脂肪酸 がアルブ ミンと 結 合 し た も の で あ

る。 血清脂肪酸 の90～95% が中性脂肪， リン脂質， コレ

ステロ ―ルエ ステル などに含 まれてお 恥 こ の中では中

性 脂肪の脂肪酸のturn over が最も早 く， 重 要 な輸送

型 と考えられていたがNefa の脂肪酸 のturn over は

異常に早く，従ってNefa は，量は少いが脂肪酸代謝に

お ける意義 はきわめて大きく，この型で中性 脂肪の２倍

の量の脂肪酸が運ばれるものとみられる。 最近動脈硬化

症 や糖尿病 と血清Nefa の関連が注目をあびているが，

その測定は複雑で困難 とされていた。 私は日常の検査に

応用で きる測定 法としてDuncombe 法(1963) の検討を

試 みたレ

2.　血清 のクロ ロフォル ム抽出液に，岩 山の銅試薬を

加え てよく振畳し，脂肪酸銅を生成 せし め，遠心沈澱ナ

る と，下層の クロロ フォル ム層に脂肪酸銅が移行するか

ら，下層を とり，これにジェチルジチ オカルバ ミン酸塩

を加え て呈色 せし める。

3･　原法では，銅試薬 と呈色試薬は調製後 １週間以内

に使用するよ うに指示しているが，私の検討では銅試薬

は２ヵ 月間安定である。原 法は呈色試薬をbutan-2-ol に

溶かしているが，私は ｎ－ブ タノールを用い，少 く と も

３ヵ 月間安定であるこ とを認めた。


